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掲揚しましょう。

皇紀２６８０年

 ー 水無月 ー　

６月号
           発行所
生 長 の 家 両 丹 道 場
舞鶴市字北吸 497 番地
TEL（0773）62-1443
FAX（0773）63-7861
白鳩会（0773）63-5080
発行人　伊藤　夏樹
編集人   船木   悟

◎
〝
自
然
と
共
に
伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
、

   〝
神
に
お
い
て
す
べ
て
一
体
〟
の
宗
教
心
を
多
く
の
人
に
広
げ
よ
う
！

◎ 

第
一
線
の
「
誌
友
会
・
母
親
教
室
」
を
活
発
に
開
催
し
て
、
壮
年
層
会

員
の
拡
大 

と
普
及
誌
購
読
者
・
聖
使
命
会
員
拡
大
の
一
年
に
し
よ
う
！

総
裁
先
生
の
新
刊
書
を
熟
読
し
ま
し
ょ
う

京
都
第
二
教
区
教
化
部
長　

伊
藤　

夏
樹

待
望
の
総
裁
先
生
監
修
の
新
刊
書
『〝
新
し
い
文

明
〟
を
築
こ
う
』
上
巻　

基
礎
篇
「
運
動
の
基
礎
」

が
道
場
に
届
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
手
元
に
も
届

き
ま
し
た
か
。
上
巻
と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
上
中

下
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
目

的
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
運
動
方
針
に
あ

る
通
り
「
生
長
の
家
が
立
教
か
ら
第
二
次
大
戦
、
冷

戦
時
の
政
治
運
動
を
経
て
、
民
族
・
宗
教
対
立
の

克こ
く
ふ
く服
を
目
指
す
国
際
平
和
信し
ん
こ
う仰
運
動
に
至
る
足そ
く
せ
き跡
を

概が
い
か
ん観
し
、
現
在
は
な
ぜ
地
球
生
命
全
体
の
繁は
ん
え
い栄
を
目

的
と
す
る
〝
新
し
い
文
明
〟
の
構
築
に
向
か
っ
て
い

る
か
を
会
員
に
伝
え
る
た
め
、
神
示
や
祈い
の

り
、
講
演

な
ど
、
教
団
史
上
の
重
要
文
書
を
ま
と
め
た
〝
会
員

必
携
書
〟」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
で
す
、
こ
の
書
は
〝
会
員
必ひ
つ
け
い携

書
〟

な
の
で
す
。
さ
ら
に
総
裁
先
生
は
、
こ
の
新
刊
書
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

生
長
の
家
の
信
徒
・
会
員
の
皆み
な

さ
ん
に
は
、
本
書

を
熟
読
さ
れ
て
、
昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た
人
類
光
明

化
運
動
が
、
三
世
代
九
十
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で

ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
ま
た
挫ざ
せ
つ折
や
停て
い
た
い滞
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
り
、
先
人
や
私
た
ち

自
然
と
人
間
の
大
調
和
を
観
ず
る
祈
り

（
抜
粋
）

 

生
長
の
家
総
裁　

谷
口 

雅
宣  

人
間
が
自
然
を
敵
視
す
れ
ば
、
そ
の
迷
い
心
の
反
映
と

し
て
、
自
然
の
側
か
ら
〝
敵
〟
と
し
て
扱
あ
つ
か
わ
れ
る
よ
う
な

事
態
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
人
間
が
山
を
削け
ず

り
、
森

を
切
り
倒た
お

し
、
川
を
堰せ

き
止
め
、
湖
や
海
を
埋う

め
立
て
て
、

人
間
だ
け
の
繁は
ん
え
い栄
を
画か
く
さ
く策
し
て
も
、
そ
れ
は
神
の
御み
こ
こ
ろ心
で

は
な
い
。
そ
れ
は
神
が
「
は
な
は
だ
良
い
」
と
宣
言
さ
れ

た
実
相
世
界
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
〝
失
敗
作
品
〟
で

あ
る
。
実
相
で
な
い
も
の
は
、
必
ず
破は
か
い壊

と
滅め
つ
ぼ
う亡

を
迎む
か

え

る
時
が
来
る
。
そ
れ
は
偽ぎ
し
よ
う象

の
崩ほ
う
か
い壊

で
あ
り
、
業ご
う

の
自じ
か
い壊

で
あ
る
。（
中
略
）

多
く
の
生
物
を
絶
滅
さ
せ
、
自
然
の
与あ
た

え
合
い
、
支
え

合
い
の
仕
組
み
を
破
壊
し
て
お
い
て
、
人
間
だ
け
が
永
遠

に
繁は
ん
え
い栄
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
生
物
種
は
互た
が

い
に
助

け
合
い
、
補
い
合
い
、
与あ
た

え
合
っ
て
い
て
初
め
て
繁
栄
す

る
の
が
、
大
調
和
の
世
界
の
構
図
で
あ
る
。
そ
れ
を
認
め

ず
、
他
の
生
物
種
を
〝
道
具
〟
と
見
、
あ
る
い
は
〝
敵
〟

と
見
、
さ
ら
に
は
〝
邪じ
や
ま魔

者
〟
と
見
て
き
た
人
間
が
、
本

来
安
定
的
な
世
界
を
不
安
定
に
改
変
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
〝
失
敗
作
品
〟
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（『〝
新
し
い
文
明
〟
を
築
こ
う
』
上
巻　

基
礎
篇
「
運
動

の
基
礎
」
九
十
三
～
九
十
五
頁
）

神・自然・人間は本来一体である
“新しい文明”の基礎づくりを進めよう！

が
何
を
ど
う
克こ
く
ふ
く服

し
、
今
日
、
人
類
全
体
を
含ふ
く

む
地

球
生
命
の
問
題
に
な
ぜ
、
ど
う
対
処
し
よ
う
と
し
て

い
る
か
を
理
解
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
宗
教
が
テ
ロ
や

戦
争
の
原
因
ま
た
は
助
因
と
な
っ
て
き
た
過
去
の
歴

史
か
ら
決
別
し
て
、「
信
仰
に
よ
る
平
和
」
実
現
に

貢こ
う
け
ん献

す
る
道
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
、「
生

活
そ
の
も
の
が
宗
教
と
な
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
」

（『
菩ぼ
さ
つ薩
は
何
を
為な

す
べ
き
か
』
は
し
が
き
）
私
た
ち

の
運
動
に
、
聖
使
命
菩
薩
と
し
て
参
加
す
る
喜
び
を

知
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
多
く
の
人ひ
と
び
と々

に
伝
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
筆
者
の
喜
び
こ
れ
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
は

な
い
。（
同
書
七
～
八
頁
）

生
長
の
家
は
立
教
し
て
九
十
年
を
過
ぎ
、
こ
の
間

も
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
世
界
は
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
を
経
な
が
ら
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
世
界

恐
慌
、
第
二
次
世
界

大
戦
、
戦
後
の
東
西

対
立
、
冷
戦
終
結
と

民
族
紛
争
、
原
理
主

義
の
台
頭
…
。
日
本

で
は
憲
法
や
安
保
の

問
題
、公
害
、大
震
災
、

サ
リ
ン
事
件
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
は
全
世
界



令和 2年 6月 1日発行よ　　ろ　　こ　　び

2

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
の
皆
様
に
は
日
夜
、
自

然
と
共
に
伸
び
る
運
動
に
ご
挺
身
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
周
知
の
通

り
、
現
状
況
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
た

め
に
出
講
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

講
師
の
皆
様
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
行
事
を
積
極
的
に
さ

れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地
方
講

師
・
光
明
実
践
委
員
一
日
研
修
会
に
お
き
ま
し
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
準
備
を
始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
も
の
と
し
て
準
備
し
て
頂
き
た
い
も
の
は

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
端
末

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

③
パ
ソ
コ
ン
等
の
端
末
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

右
記
の
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
百
人
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

で
一
日
研
修
会
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
流
れ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

ⅰ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
た
パ
ソ
コ
ン
等
の
端

末
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
後
、
伊
藤

夏
樹
教
化
部
長
か
ら
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
へ
の
参
加
招
待
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

ⅱ
そ
の
メ
ー
ル
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
の

で
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
端
末
で
は
、
自
動
的
に
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
が
立
ち
上
が
り
、
会
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
使
用
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
一
日
研
修
会
の
た
め
の
資
料
を
作
成
中

と
の
こ
と
で
す
。

皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

規
模
の
問
題
と
し
て
、
経
済
発
展
に
よ
る
自
然
破
壊
と
、

そ
れ
に
と
も
な
う
地
球
温
暖
化
、
気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模

災
害
、
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
宗
教
運
動
は
真
理
の
宣
布
を
行
う
と
と
も
に
、
時
代
や
社
会

の
変
化
の
中
で
悩
む
人
々
を
救
済
す
る
役
割
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
て
教
え
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」（
同
書
二
〇
～
二
一
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私

た
ち
生
長
の
家
の
運
動
も
変
化
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
こ

れ
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
私
は
本
書
第

一
章
に
あ
る
「
立
教
か
ら
国
際
平
和
信
仰
運
動
ま
で
の
歴
史
概

観
」
を
読
ん
で
、た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
く
て
感
激
し
ま
し
た
。

生
長
の
家
の
運
動
は
時
代
の
要
請
に
応
え
て
変
化
し
て
お
り
、

過
去
の
聖
典
の
み
に
救
い
を
求
め
る
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
正
し
く
生
長
の
家
を
信
仰
し
、

正
し
く
活
動
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
い
つ
も
本
書
を
身
近
に

お
い
て
熟
読
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
〝
会

員
必
携
書
〟
で
す
か
ら
、
今
後
の
地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員

研
修
会
や
両
丹
短
期
練
成
会
、
誌
友
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
行
事
で

の
テ
キ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。
講
師
の
皆
様
に
は
お
お
い
に
活
用

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前

月
号
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
総
裁
先
生
の
ブ
ロ
グ
『
唐
松

模
様
』
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
「
す
べ
て
の
生
物
を
礼
拝
・

尊
重
す
る
」、
三
月
十
一
日
「「
生
命
の
法
則
に
随
順
す
る
」

と
は
？
」、
三
月
二
十
二
日
「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
何
を
教
え

る
」、四
月
十
一
日
「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
何
を
教
え
る
（
２
）」

を
あ
わ
せ
て
熟
読
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
私
た
ち

の
運
動
が
如
何
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
参
加

で
き
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
き
な
喜
び
で
あ
る
か
を
再
確
認

さ
せ
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

～
相
愛
会
便
り
～

全
国
幹
部
研
鑽
会
の
開
催
形
態
変
更
に
つ
い
て

前
月
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
大
阪
教
化
部
に
て
受
講
す
る
形
態
か
ら
、
個
人
宅
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
て
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
日
程
等
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
再
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
日
程

日　
　

程
：
六
月
十
三
日
（
土
）
～
二
十
八
日
（
日
）

視
聴
方
法
：
各
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
視
聴

し
ま
す
（
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
）。

視
聴
の
た
め
に
は
事
前
に
登
録
し
、
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の

ア
カ
ウ
ン
ト
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は

組
織
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
両
丹
道
場
で
の
視
聴
は
な
く
な
り
、
個
人
視
聴
の
み
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

奉
納
金
：
千
円
以
上
随
意

以
上
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

～ 地 方 講 師 会 だ よ り ～

～
青
年
会
便
り
～

青
年
会
事
務
局
長　

渡
利　

あ
す
か

「
今
を
研
鑽
の
チ
ャ
ン
ス
に
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
仕
事
で
外

出
す
る
以
外
の
時
間
は
な
る
べ
く
人
と
の
接
触
を
避
け
、
家
に
こ

も
っ
て
時
間
を
過
ご
す
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
感
染
症
の
話
題
で
鬱
々
と
し
た
気
持
ち
が
募
り
、
気
持
ち
を
切
り

替
え
よ
う
に
も
発
散
す
る
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
聖
典
や

普
及
誌
を
開
い
て
、
一
文
字
一
文
字
を
じ
っ
く
り
丁
寧
に
読
み
込
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
日
時
計
㉔
No
１
２
１
に
掲
載
さ
れ
た
谷
口
雅

宣
先
生
の
お
祈
り
の
中
に
こ
ん
な
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
存
在
は
神
の
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
価
値

の
な
い
も
の
は
何
一
つ
存
在
し
な
い
」

こ
の
鬱
々
と
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
日
々
も
、
神
様
の
世

界
か
ら
見
れ
ば
価
値
の
な
い
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
は
勉
強
の
時
と
思
い
、
真
理
を
求
め
て
研
鑽
し
て
い
き
ま

す
。
困
難
に
思
え
る
日
々
も
、
自
分
を
磨
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
。

神
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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６月度の対策部だより

普及誌購読者拡大

いつも普及誌をご愛読して頂いていますこと、ありがとうございます。
新型コロナウイルスの感染拡大防止には、人と人の接触機会を避けるため、外出を自粛する
よう要請されています。このような時、私達は何が出来るか考えなければなりません。自宅で
普及誌を熟読し、聖経・讃歌の写経などをして世界平和を祈りましょう。
また、普及誌を熟読して感想や意見を述べるオンライン行事に参加致しましょう。
普及誌をポストインすることも出来ますね。ひとりでも多くの人達に生長の家のことを知って
頂くことが大切です。よろしくお願い致します。
聖使命会員拡大

皆様如何お過ごしですか？ 5月 31 日に予定されていた講習会が中止となり、誌友会・母親
教室も開催できず、多くの会議や行事が中止となりました。直後は、放心状態となり、気力も
何もかも無くしていました。そんな厳しい中にあっても、毎月毎月弛みなく、人類光明化運動、
国際平和信仰運動、そして自然と共に伸びる運動の為に真心一杯献資して下さる聖使命菩薩の
皆々様に改めて心から感謝申し上げます。
機関紙 4月号 60ページを読んで頂いていると思いますが、運動ランキング聖使命会員増加率
において、我が教区が第１位に輝いているのです‼何て素晴らしい‼何て嬉しい‼聖使命会の
意義をいつもいつも確認してくださり、日頃の愛行に精進してくださる皆様に心から感謝申し
上げます。
支部・誌友会・会員

ありがとうございます。生長の家講習会に向けがんばって頂きました皆様方ありがとうござ
いました。講習会は中止になりましたが次の講習会活動に繋がります。今は誌友会が出来ませ
んので、パソコンや、スマートフォンを利用して、引き続き楽しいうれしい誌友会開催をよろ
しくお願い致します。
《うちんとこの誌友会※緊急事態宣言前の原稿》
ありがとうございます。橋立総連神崎支部は、由里さんのお宅でお世話になっています。私
達４人は、誌友会で顔を合わせ、お互いの元気を確認しています。農閑期には、近所の方が２
人参加してくださり、大勢になり心強いです。また、最近若い方が近くに引っ越しして来られ、
由里さんのお世話で聖使命に復活で入会して頂きました。坂本亮子さんです。私達もうかうか
してはいられません。エネルギッシュな力を頂いて、「これからますます良くなる神崎支部」！
ありがとうございます。

第 12 回生長の家白鳩会全国幹部研鑽会
オンデマンド配信期間　2020 年 6 月 13 日（土）～ 6 月 28 日（日）

ご   指   導
生 長 の 家 総 裁   谷口　雅宣　先生　　
生長の家白鳩会総裁　谷口　純子　先生
メインテーマ　　“ 新しい文明 ” を築こう　　　　
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日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

17

水
谷
口
雅
春
大
聖
師
三
十
五
年
祭（
10
時
）神
官
・

職
員
の
み
に
よ
る
開
催

河
合
・
船
木

18

木
住
吉
神
社
60
年
祭
（
10
時
）
神
官
・
五
者
・

職
員
の
み
に
よ
る
開
催

休
み

19

金
18
日
振
替
休
日

休
み

20

土

近
藤
・
藤
原

21

日
（
相
）
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議 （
10
時
）

富
永

22

月
普
及
誌
仕
分
日

西
村
・
藤
原
美

23

火

大
西
・
河
田

24

水
（
白
）
正
副
会
長
会
議
（
10
時
）

河
合
・
船
木

25

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

26

金

教
化
部
長

27

土

近
藤
・
藤
原

28

日

富
永

29

月
（
白
）総
連
会
長
・
対
策
部
長
担
当
会
議（
10
時
）

西
村
・
藤
原
美

30

火
六
月
晦
大
祓
式
（
10
時
）
神
官
・
職
員
の
み

に
よ
る
開
催

大
西
・
河
田

日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

１

月
聖
使
命
感
謝
奉
納
祭 

西
村
・
藤
原
美

２

火 

大
西
・
河
田

３

水

河
合
・
船
木

４

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

５

金

教
化
部
長

６

土

近
藤
・
藤
原

７

日
（
相
）
正
副
・
地
区
連
会
長
会
議 （
10
時
）

富
永

８

月

西
村
・
藤
原
美

９

火

大
西
・
河
田

10

水

河
合
・
船
木

11

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

12

金
先
祖
供
養
祭
（
10
時
）
神
官
・
職
員
の
み
に

よ
る
開
催

五
者
会
議
（
11
時
30
分
）

教
化
部
長

13

土
白
・
相
栄
全
国
幹
部
研
鑽
会
・
全
国
大
会
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
6
月
28
日
ま
で

近
藤
・
藤
原

14

日

富
永

15

月

西
村
・
藤
原
美

16

火

大
西
・
河
田

☆
五
者
会
議
及
び
各
組
織
の
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令 和 ２ 年 ６ 月 度 行 事 予 定

☆ 献 納 あ り が と う ご ざ い ま す （ 敬 称 略 ）
・吉岡　清子　　　　10,000 円
☆生物多様性保全募金ありがとうございます　　
　　　　　　   　　　　      6,805 円
☆ お 賽 銭 あ り が と う ご ざ い ま す
　　　　　　       　　   8,391 円

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応について
　5月４日、政府は、緊急事態宣言を5月31日まで延長いた
しました。そのため京都第二教区では引き続き行事の中止・縮
小、両丹道場への訪問の自粛、職員の一部在宅ワークの実施な
どを行っております。ご不便をおかけいたしますが、ご理解と
ご協力の程お願い申し上げます。


